
現ひょうご子ども・子育て未来プランとの骨子比較 

区分 2020～2024 年 新プラン 

基本理念 
 

安心して子育てできる兵庫の実現 

 

重点テーマ ～ 若者が就業・結婚・子育てに夢を持てる社会の実現 ～ 

 

誰もが安心して子育てできる兵庫の実現 

 

重点テーマ ～ 次代を担う若者の結婚・妊娠・出産・子育てへの希望が叶う兵庫 ～ 

目標 
 

○豊かな人間性を育み、若者が就業や家族形成に明るい展望を持てる社会づくり 

 

○結婚、妊娠・出産、子育ての希望が叶う環境づくり 

 

 

○仕事と生活が調和し、男女がともに職場や家庭で活躍できる社会づくり 

 

○子どもの健やかな育ちに寄り添う安全安心な社会づくり 

 

 

 

○子ども･若者の多様な人格や個性を尊重するとともに、その最善の利益を図る 

 

○若者の生活基盤の安定とともに、仕事と生活の調和を図り、結婚・子育ての希望を実現す

る 

 

○子どもや若者、子育て当事者のライフステージに応じた切れ目ない支援を図る 

 

○子どもの良好な生育環境を確保し、児童虐待の防止や貧困と格差の解消を図り、全ての子

ども・若者が健やかに成長できる環境をつくる 

 

○子どもや若者、子育て当事者の意見を聴き、尊重して進める 

 

数値目標 
 

○合計特殊出生率：期間中 1.41 を維持 

○出生数：18 万人（2020～2024 年計）  

○待機児童：０（期間中） 

○20～30 代女性の社会移動：転出・転入均衡（2024 年） 

○婚姻数：27,000 件（2024 年） 

 

 

推進方策 
 

Ⅰ 子ども・若者の自立支援とライフデザイン構築 

１ 若者の経済的自立と若者に選ばれる地域づくり 

２ ライフデザイン構築のための支援 

３ 子どもたちの生活と学びを支える環境の充実 

４ 子どもを取り巻く有害環境対策の推進 

 

 

Ⅱ 結婚・妊娠・出産の希望が実現できる切れ目のない支援 

１ 出会い・結婚支援 

２ 結婚を応援する経済的支援策の充実 

３ 不妊に悩む方への支援の充実 

４ 妊産婦・乳幼児に関する医療体制の充実 

５ 妊娠期から寄り添う子育て支援の充実 

 

Ⅰ 若者の経済的基盤の安定とライフデザイン構築 

１ 若者の経済的基盤の安定に向けた支援 

２ ライフデザイン構築への支援 

３ 子どもの学びを支える環境の充実 

（Ⅳ 子どもと子育てに温かい地域社会づくりに統合） 

 

 

Ⅱ 結婚・妊娠・出産の希望が実現できる切れ目のない支援 

１ 出会い・結婚支援 

 

２ 不妊に悩む方への支援の充実 

３ 安心して妊娠・出産出来る環境づくり 

４ 産前・産後の切れ目ない支援の強化 

第３回部会で検討 

資料２ 



 

Ⅲ 幼児教育・保育と子育て支援 

１ 保育の受け皿の拡大 
２ 保育人材の確保 
３ 保育の質の確保 
４ 多様なニーズに対応した子育て支援の実施 
５ 幼稚園における取組みの充実 
６ 子育てや教育に係る経済的負担の軽減 

 
 
Ⅳ 男女ともに子育てと両立できる働き方の実現 

１ ワーク・ライフ・バランス（ＷＬＢ）の推進 
２ 女性の能力発揮と就業機会拡大 
３ 継続的な男性の家事・育児参画の促進 

 
 
 
 
 
Ⅴ 子どもと子育てに温かい地域社会づくり 

１ 放課後等の居場所づくり 
 
 
２ 地域で支える子育て支援の実施 
３ 地域における子育てや家族のきずなを深める機運の醸成 
４ 安全・安心な子育て環境の整備 

 
 
Ⅵ 特別な支援が必要な子どもや家庭への支援 

  １ 児童虐待防止対策の充実 
２ 社会的養育体制の充実 
３ 配偶者等からの暴力（ＤＶ）防止対策 
４ ひとり親家庭等の自立促進 
５ 子どもの貧困対策 
 
６ ひきこもり支援 
７ 障害児施策の充実 
８ 外国人児童生徒への支援 

 

 

Ⅲ 幼児教育・保育と子育て支援の充実 

１ 保育の受け皿の拡大と質の確保 
２ 保育人材の確保 
 
３ 多様なニーズに応じた子育て支援の実施 
４ 幼稚園における取組みの充実 
５ 子育てや教育に係る経済的負担の軽減 

 
 
Ⅳ 子どもと子育てに温かい地域社会づくり 

１ 子どもが安心して過ごせる居場所づくり 
２ 子ども・若者・子育て当事者の意見を尊重する社会づくり 
３ 子どもや子育てに寛容な機運の醸成 
 
４ 安全・安心な子育て環境づくり 

 
 
 
Ⅴ 子育てと仕事の両立支援 

１ ワーク・ライフ・バランス（ＷＬＢ）の推進 
２ 女性の能力発揮と就業機会拡大 
３ 男性の家事・育児参画の促進 

 
 
 
 
 
Ⅵ 特別な支援が必要な子どもや家庭への支援 

  １ 児童虐待防止対策の充実 
２ 社会的養育体制の充実 
３ 配偶者等からの暴力（ＤＶ）防止対策 
４ ひとり親家庭等の自立促進 
５ 子どもの貧困対策 
６ ヤングケアラー支援 
７ ひきこもり対策 
８ 障害児施策の充実 
９ 外国人の子どもへの支援 
 
 
  


